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安
心
安
全
な
集
落

づ
く
り
に
対
し
て
。

　
　
　

①
土
砂
災
害
及
び

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

各
世
帯
に
配
布
活
用
し
、

万
が
一
に
備
え
、
各
家
庭

や
地
域
が
十
分
話
し
合
い

を
し
て
身
の
安
全
は
自
分

自
身
、
地
域
か
ら
の
助
け

合
い
が
、
災
害
時
に
避
難

誘
導
の
大
き
な
力
に
な
る
。

段
階
的
に
避
難
準
備
情
報
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を

発
令
す
る
。
避
難
命
令
と

い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が

あ
る
が
、
法
律
に
基
づ
く

避
難
命
令
は
な
く
、
法
律

で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

勧
告
と
支
持
の
み
。
避
難

準
備
情
報
は
法
律
に
よ
る

根
拠
は
な
い
が
、
自
治
体

の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
も
の
で
、
発
令
が
出
た

ら
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地

域
住
民
、
特
に
高
齢
者
ら

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人

に
早
め
の
避
難
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
す
。
②
荒
廃

農
地
、
農
地
管
理
等
、
心

配
ご
と
は
、
産
業
課
、
農

業
委
員
会
等
が
個
々
に
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
で

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ

さ
い
。
③
集
落
内
倒
壊
の

お
そ
れ
の
あ
る
、
樹
木
や

空
き
家
な
ど
危
険
箇
所
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
の
、
多
く
は
民
地

で
あ
る
。
危
険
と
い
う
観

点
で
の
具
体
的
な
数
値
は

町
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

周
辺
住
民
の
方
々
、
区
長

か
ら
の
情
報
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
が
現
状
。
明

ら
か
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
状
態
の
場
合
は
、
原
則

と
し
て
地
主
に
対
応
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
処

理
費
用
負
担
は
地
主
、
あ

る
い
は
そ
の
関
係
の
方
々

に
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
台
風
等
に
よ
っ

て
国
・
県
・
町
道
な
ど
に

交
通
の
支
障
の
あ
る
倒
木

等
は
公
費
を
支
出
し
て
対

応
。
空
き
家
対
策
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
は
、
持
ち
主

や
各
自
治
会
の
方
々
に
お

願
い
す
る
ほ
か
、
防
犯
上

の
問
題
が
起
き
た
場
合
に

は
、
駐
在
所
に
連
絡
の
上

対
応
を
お
願
い
す
る
。
今

年
度
中
に
空
き
家
の
実
態

調
査
を
実
施
。
実
際
生
活

の
中
に
民
民
の
関
係
は
非

常
に
難
し
く
勝
手
に
行
政

が
や
る
わ
け
に
い
か
な
い

よ
う
な
権
利
の
面
が
出
て

く
る
。
ど
う
し
て
も
で
き

な
い
場
合
は
、
当
然
行
政

に
区
長
を
通
じ
て
相
談
に

来
る
中
で
は
対
処
し
て
い

く
。
そ
れ
が
全
て
無
料
で

い
い
か
と
言
う
と
問
題
が

あ
る
。
実
費
等
い
た
だ
く

よ
う
な
形
が
、
よ
り
具
体

的
に
進
む
一
つ
の
方
法
、

道
路
緊
急
事
態
は
別
と
し

て
長
期
間
問
題
に
な
っ
て

い
る
所
は
そ
う
い
う
形
で

対
応
す
る
以
外
な
い
の
で

は
。

　
　
　
　
　

基
本
的
に
は

民
法
が
非
常
に
大
き
な
絡

み
を
持
つ
が
、
色
々
な
角

度
か
ら
検
証
し
な
が
ら
町

民
が
危
険
と
か
心
配
が
な

い
形
で
対
処
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
。
色
々
な

人
た
ち
と
相
談
し
、
少
し

時
間
も
い
た
だ
き
検
討
す

る
。

　
　
　

町
民
全
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
前
進
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置

は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　

29
年
に
ス
タ
ー
ト

す
る
第
2
次
川
根
本
町
総

合
計
画
の
準
備
を
来
年
度

か
ら
始
め
る
予
定
。
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
意
見
を

十
分
吸
い
上
げ
、
条
例
に

従
い
策
定
。
実
施
調
査
・

審
議
す
る
た
め
、
総
合
計

画
審
議
会
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。

野口　直次 議員

問問
◎安心安全な集落づくりへの把握はしているか
　個人で解決できない問題は
◎町民全員がリーダーとして前進するには、
　業種を超えた連携が必要では

◎安心安全な集落づくりへの把握はしているか
　個人で解決できない問題は
◎町民全員がリーダーとして前進するには、
　業種を超えた連携が必要では

答
○災害から身を守るため、自助・共助・公助による支援
　倒壊のおそれがある樹木や空き家等危険箇所は、民民間の
　関係もあり対応苦慮することも現実に存在
○第２次町統合計画の中で検討。審議会を設置予定

一 　 般 　 質 　 問

万が一裏山の木が倒れたら…万が一裏山の木が倒れたら…

質
問

質
問

町
長

町
長

総
務
課
長
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今
ま
で
特
例
債
を

使
っ
た
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　

起
債
可
能
限
度
額

は
二
町
合
算
額
95
％
で
あ

る
49
億
3
千
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
18
年
に
地

域
振
興
基
金
の
造
成
費
と

し
て
9
億
5
千
万
円
、
農

林
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

3
8
3
0
万
円
、
平
成
20

年
に
総
合
支
所
建
設
費
1

億
6
千
万
円
、
平
成
21
年

に
や
は
り
総
合
支
所
外
構

施
設
整
備
費
で
1
2
0
0

万
円
で
総
計
11
億
6
0
3

0
万
円
で
あ
り
、
平
成
25

年
、
県
と
の
中
継
局
共
同

整
備
工
事
市
町
負
担
金
と

し
て
1
9
0
0
万
円
の
借

り
入
れ
、
本
年
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

共
同
整
備
事
業
の
機
器
購

入
費
の
繰
り
越
し
が
あ
っ

た
た
め
3
億
9
6
0
0
万

円
の
借
り
入
れ
予
定
と
合

わ
せ
て
高
度
情
報
基
盤
整

備
事
業
で
合
計
8
億
6
5

3
0
万
円
の
借
り
入
れ
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
の

起
債
可
能
額
は
総
額
24
億

8
9
4
0
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

現
在
の
償
還
残
高

は
、
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
ま

で
の
5
件
の
合
併
特
例
債

に
借
り
入
れ
を
行
っ
た
も

の
で
6
億
2
3
9
4
万
円

の
見
込
み
。
将
来
に
負
担

の
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　

平
成
32
年
ま
で
、

こ
の
合
併
特
例
債
を
使
う

事
が
で
き
る
今
後
の
事
業

展
開
は
。

　
　
　

合
併
当
時
、
南
ア

ル
プ
ス
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

ク
構
想
計
画
が
あ
っ
た
。

現
在
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
、
環
境
省
の
指
示
も

仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
事
業

に
力
を
注
ぎ
た
い
。

　
　
　

最
大
、
仮
に
今
後

の
起
債
可
能
額
24
億
を
活

用
し
た
場
合
の
財
政
上
の

問
題
は
。

　
　
　
　
　

も
し
仮
に
例

え
ば
24
億
を
借
り
入
れ
た

と
す
る
と
、
15
年
償
還
計

画
で
最
初
の
6
年
程
は
毎

年
約
1
億
円
を
超
え
る
返

済
額
、
そ
の
後
も
1
億
円

近
い
額
を
返
済
す
る
予
想

が
た
つ
。
特
例
債
、
又
い

ろ
い
ろ
な
地
方
債
も
あ
る

の
で
、
全
部
含
め
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
は
慎
重
な

借
り
入
れ
の
検
討
と
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
で
あ
る
。

　
　
　

新
町
建
設
計
画
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
事
業
主

体
に
し
か
特
例
債
は
使
用

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

あ
く
ま
で
合

併
し
た
市
町
村
が
新
町
建

設
計
画
の
中
に
基
づ
く
事

業
と
法
律
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。
原
則
と
し
て
新
た

な
事
業
の
追
加
は
認
め
ら

れ
な
い
と
県
の
見
解
を
聞

い
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
の
実
情
か
ら
、
期
間
の

5
年
延
長
と
と
も
に
防
災

等
に
関
連
す
る
事
業
に
つ

い
て
変
更
が
認
め
ら
れ
た

経
緯
も
あ
り
、
消
防
救
急

広
域
化
整
備
事
業
の
追
加

と
緊
急
時
の
電
源
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
の
小
水
力

発
電
整
備
事
業
の
追
加
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

次
年
度
は
合
併
節

目
の
10
年
に
当
た
る
。
将

来
に
繋
が
る
川
根
本
町
を

つ
く
る
子
供
達
の
子
供
議

会
な
る
も
の
も
開
い
て
み

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

合
併
後
10
年
を

踏
ま
え
て
今
後
10
年
間
ど

う
見
通
し
て
い
く
か
と
言

う
事
を
考
え
れ
ば
子
供
議

会
も
開
く
の
も
い
い
。
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
進
む

事
に
よ
っ
て
学
習
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
子
供
議
会
と
い

う
の
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

純
粋
な
気
持
ち
を

持
っ
た
子
供
さ
ん
の
考
え

方
、
ど
の
よ
う
な
誇
り
を

持
っ
て
い
る
か
当
然
聞
く

必
要
が
あ
る
。
合
併
10
周

年
の
節
目
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
何
ら
か

の
方
策
で
対
応
し
て
い
く
。

薗田　靖邦 議員

問問
◎今まで合併特例債を使った事業は
◎現在の償還残高はどれくらいか
◎今後の特例債を使った事業の展開は

◎今まで合併特例債を使った事業は
◎現在の償還残高はどれくらいか
◎今後の特例債を使った事業の展開は

答
○平成25年度までの5件と本年2件の
　事業予定である
○平成25年までで6億2394万円の見込み
○エコパーク事業に力を注ぎたい

一 　 般 　 質 　 問

6月に行われたエコパーク登録記念イベント6月に行われたエコパーク登録記念イベント

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
長
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